
The University of Tokushima (2011)〉 Faculty of Engineering〉 Civil and Environmental Engineering (Night Course) [⇒Japanese]

Civil Engineering Design and Exercise 2 1 unit (selection)

Kojiro WATANABE ·Assistant Professor / Geotechnical and Geoenvironmental Engineering, Department of Civil and Environmental Engineering

Target〉 水理部門と計画部門を対象に，実践的な土木技術者として必要不可欠な
設計製図の知識 ·技能 ·応用力を各分野の専門的な内容も含めて習得する．

Outline〉 水理部門では，河川不等流の標準逐次計算法により，河川堤防高さを
決定する際の基本となる計画高水位を算定する．計画部門では，小規模住宅
の建築設計製図を行う．また，両部門とも，設計書の作成方法についても指
導する．

Keyword〉 河川計画, 建築設計
Fundamental Lecture〉 “Fundamental Fluid Mechanics”(1.0)

Relational Lecture〉 “Civil Engineering Design and Exercise 1”(0.5)

Requirement〉 水理部門:基礎の流れ学の単位を取得済みであることを受講要件
とする．

Notice〉 第 1 週目のガイダンスに必ず出席すること．出席できないものは，事前
に連絡すること．

Goal〉
1. 1. (水理部門) : 標準逐次計算法による河川計画高水位の設計計算を完行で
きるとともに，体裁，内容ともに実務レベルの報告書にまとめることがで
きる．

2. 1. (計画部門) : 小規模住宅の建築設計を行い，図面として表現できる
Schedule〉

1.ガイダンス ·課題選択
2.課題解説 (1)
3.課題解説 (2)
4.設計実習 (1)
5.設計実習 (2)
6.設計実習 (3)
7.設計実習 (4)
8.設計実習 (5)
9.中間検査 (1)

10.設計実習 (6)
11.設計実習 (7)
12.中間検査 (2)
13.設計書作成指導 (1)
14.設計書作成実習 (1)

15.設計書作成実習 (2)
16.最終検査

Evaluation Criteria〉 提出された設計書に基づき，設計計算の正確さや報告書記
述能力を評価し，総合評価として 60%以上を合格とする．

Textbook〉 原則として，各課題ごとに資料が配付される．
Webpage〉 http://www.ce.tokushima-u.ac.jp/lectures/N0019
Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=215838
Student〉 Able to be taken by only specified class(es)
Contact〉
⇒ WATANABE (kojiro@ce.tokushima-u.ac.jp) Mail (Office Hour: See the

department notice board every year)
Note〉 授業を受ける際には，2時間の授業時間毎に 1時間の予習・復習をしたう
えで授業を受けることが，授業の理解と単位取得のために必要である．
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